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10 教育費

05 社会教育費

10 文化財保護費

淀江分室

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成19年度 001 一般会計

当初予算

6005000000

033299

010

00

0

00

史跡上淀廃寺跡保存整備事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

貴重な歴史的遺産の保存と活用

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

0023,00011,50034,500

69,00069,00075,31678,800

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 34,5004 2共済費 国庫 02 06 04 005
7 327賃金 文化財保存整備事業補助金

16 11,5008 84報償費 都道 02 06 02 014
9 591旅費 文化財保存整備事業補助金

22 23,00011 143需用費 地方 01 05 02 003
12 役務費 史跡等保存整備事業債
13 16,012委託料
14 使用料及び賃借料
15 51,841工事請負費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

「伯耆古代の丘整備事業」の一環として、旧淀江町において平成11年度から事業開始。
18年度からは国の大型事業「史跡等総合整備活用推進事業」として取組み、地形及び発掘

（１）中心伽藍の地形復元仕上げ

よなご文化創造計画」の中核事業として進行中である。
優れた文化財の保存活用は、地域の文化観光の向上振興に極めて有効であり、「伯耆の国
２　必要性
で、平成19年度は中心伽藍の地形復元等を計画している。
発掘状況の復元、1/10伽藍模型、ガイダンス施設、解説広場、遺構表示等を整備する予定

淀江町福岡地区に所在する全国有数の古代寺院史跡上淀廃寺跡の歴史環境整備を行う。
１　事業概要

（６）整備検討委員会の開催
（５）ガイダンス施設実施設計
（４）整備工事設計監理
（３）中心伽藍、後背地の表示・解説板設置
（２）中心伽藍塔・金堂の型取りレプリカ設置、復元展示

文化財保護法　文化財を活かしたモデル地域づくり事業（H9文化庁、建設省選定）

１　財源内訳
　　史跡等保存整備費補助金（国1／2、県1／6）
２　事務事業評価の反映状況
　評価結果…現状維持
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